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研究成果の概要： 
新医師臨床研修制度における外科臨床研修の最適化の一つとして、近年普及の目覚ましい内視

鏡外科手術を取り上げ、2007 年度には 1)研修医の教育目的に特化した内視鏡外科手術トレーニ

ングプログラムの開発、2)当該トレーニングの初期臨床研修制度下での実行可能性の検討、お

よび 3)当該プログラムによる精神運動スキルの改善効果の検証、を行った。さらに 2008 年度

にはトレーニング内容の実践的見直しを行い、より現場で役に立つ研修マニュアルを作成した。 

 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2007 年度 2,200,000 660,000 2,860,000 

2008 年度 1,300,000 390,000 1,690,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：外科系臨床医学・外科学一般 
キーワード：新医師臨床研修制度、初期臨床研修医、内視鏡外科手術、トレーニング、教育 
 

２．研究の目的 １．研究開始当初の背景 
そこで、 平成 16 年 4 月より施行された新医師臨床研

修制度のもとで、旧来の外科研修プログラム
は大幅な見直しを迫られ、新制度に対応した
新しい研修プログラムの構築が急務となっ
ていた。特に、臨床現場での普及がめざまし
い内視鏡外科手術は、カメラによって体腔内
深部を詳細に観察できることから初期臨床
研修医にとっての教育効果は非常に高いと
期待されるものの、その特殊性、専門性から
基礎的なトレーニングプログラムは未確立
であった。 

(1) 初期臨床研修医の教育目的に特化した内
視鏡手術トレーニングプログラムを新た
に開発し、ドライ・ラボにおける有用性、
すなわち精神運動スキルの改善効果を定
量的に検証すること 

(2) 当該トレーニングの初期臨床研修制度下
での実行可能性を検討し、さらに臨床現場
における有用性、すなわち実際の内視鏡手
術における教育効果を定量的に検証する
こと 

を目的に以下の研究を行った。  



３．研究の方法 
2007 年度 
複数の内視鏡外科手術トレーニング用モジ
ュールを組み合わせたドライ・ラボを核に、
チューターによる直接指導、virtual 
reality simulatorでの仮想手術から成るプ
ログラムを構築し、初期臨床研修医を対象
にトレーニングを開始した。 
 
参加者にはトレーニングが研修業務に支障
を来したか否か、勤務時間への影響があっ
たか否か等をアンケート調査した。 
 
精神運動スキルはバーチャル・リアリテ
ィ・シミュレータ（Surgical Science 社
LapSim）によりトレーニング前後で定量的
に評価した。 
 

本学において構築した内視鏡外科手術トレ
ーニングシステムの全体図 
 

モニタ画面を見ながらのバイマニュアル・ト
レーニング 
 
 
2008 年度 
上記を継続するとともに、参加者からのフィ
ードバックをもとにトレーニング用モジュ
ールやプログラム内容を一部見直し、さらに

実践的なトレーニングの構築を目指した。 
 
 
４．研究成果 
(1) 初年度には実践的で効率の良いトレー

ニングプログラムを構築することがで
きた。また複数のオリジナル・モジュー
ルの開発にも成功した。 

一般的な peg transfer タスクを改変したト
レーニング・モジュール 
 

パターンカッティングによる両手協調運動
のトレーニング 
 
 

大阪大学オリジナル・タスク（メジャーを両
手で手繰り寄せるもの） 
 
 
 



(2) トレーニングの前後にバーチャル・リ
アリティ・シミュレータによる精神運
動スキル計測を行った結果、作業時間
（迅速性）、正確性、作業効率（無駄の
なさ）のすべての項目において有意な改
善効果が認められ、当該トレーニングが
初期臨床研修医の基礎的スキル向上に

有用であることが示された。 

(3) 当該プログラムは1回のセッションで約
3 時間程度であり、病院側とチューター
の理解と協力が得られれば現行制度下
でもじ十分に実行可能なプログラムで
あると考えられた。 

 

「横並び方式」によって参加者のモチベーシ
ョンを高めつつトレーニングを行う 
 

 
バーチャル・リアリティ・シミュレータによ
る精神運動スキルの定量的評価 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
すべての項目で有意差あり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

チューターによるマン・ツー・マン指導 
(4) 以上の経験をもとに初期臨床研修医を

対象とした内視鏡外科手術トレーニン
グ法のマニュアル化を進め、2008 年 7
月に出版した。 
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